
摘

録

ー
ぎ

一ユY▲▼､l▼董

喜

蔓

0
年
淫
正
四
郎

北

太

卒

洋
南

西
部

に

放け
る
海
底
堆
積

物

把

就

て

水
路
嬰
報
妨
廿
非
凡
警
昭

和
三
年
八
月
)

北
太
平
洋
の
.B
I部
地
域
は
十
九
世
紀
の
米
菓
か
ら
英
米
猟
聞
称
の
梅

坪
嗣
査
舶
チ
ャ
レ
ン
'･rb
ヤ
ア
､
ア
ル
バ
ト
ロ
･h
ス
､
タ
ス
カ
ロ
ヲ
､
ネ

ロ
､
プ
ラ
ネ
ッ
ト

'

シ
か
ガ
韓
に
依
っ
て
探
究

さ
れ
六
が
､
近
年
我
が

恥
軍
の
紬
盤
舷
も
同
地
域
に
柵
柵
な
指
揮
粥
教
祖
怨
め
､
海
底
地
形
､

略
底
堆
積
物
の
資
料
み
柑
た
O
地
番
は
火
iE
十
年
以
爽
測
塵
艦
満
州
､

火
和
.
武
減
額
が
採
取
し
た
相
成
糠
稗
物
殊
に
未
に
含
有
す
る
有
孔
血

の
研
究
に
牝
辞
し
た
｡
此
虚
に
は
非
艦
浦
州
が
北
大
平
作
開
田
部
か
ら

探
取
し
た
海
底
堆
稗
物

に
放
て
の
み
記
rT
Q
其
の
材
料
は
約
七
官
に
及

び
二
三
私
除
け
ば
却
-
淡
海
堆
椀
物
で
あ
る
｡
之
T3海

鴨
堆
横
物
の
分

瓶
法
に
鈍
っ
て
分
て
ば
次
の
如
く
で
あ
る
｡

T
t
申
傑
晦
蛾
稗
物
(H
em
ip
ela2:ic
D
ep
os
i
t
S

)
l
t敗
色
,SiJ

粘

潜
カ
に
富

んだ
泥
土
で
多
少
細
粒
の
砂
も
批
L
､
色

は
次
又
は
暗
潜
み

盈
す
る
O
含
有
す
る
吐
物
退
骸
に
は
4.q
淡
紫
の
速

仲

代
及
底
棲
松
村
孔

出
血
に
田
石

(
C
o
c
colith
op
h
o
r山d
)
が
非
常
に
多
-
､
此
の
他
偶
少

の
秋
燈
別
物
の
放

､
海
胆
の
殺
及
其
の
妹
､粘
紺
の
砕
片
へ
槻
綻
軌
物

の

僚
片
'
魚
耳
骨
､
介
形
出
､
放
散
虫
'
拙
詫
救
及
共
石
(C
.
p
r.
lit.n
s)

が
あ
る
｡
藍
色
孤
に
合
材
す
る
織
物
に
は
石
英
'

長
石
､
角
川
石
'
輝

石
､
頚
母
'
磁
践
銀
及

赤
践
銃
等
の
粒
の
外
火
山
陸
呼
が
あ
る
0
分
神

鶴

銀

ほ
本
仙
川､
四
国
､
九
州
'
琉
球
'
塞
渦
､
小
笠
脚
､
誹
弘
仲
宿
ハ妃
侭
の
水

縮
約
四
千
発
以
内
の
海
底
私
淑
か
漸
次
洩
梅
堆
耕
物
に
移
他
す
る
｡
狗

藍
色
粗
の

叫
鰹
稗
で
糞
石
に
富
ん
だ
共
石
犯
と
締
す
べ
与
,-
の
が
伊
豆

大
粒
附
妃
か
ら
牧
児
さ
れ
た

｡
又
基
増
光
梅
作
沖
の
八
宵
米
内
外
の
深

さ
か
ら
六
千
米
以
上
の
粍
梅

島

可
成
購

い
海
底
私
淑
ふ
て
特
細
な
鞭
稗

物
で
あ
る
次
色
促
が
あ
る
O
=
れ
ほ
微
粒
で
相
性
に
富
み
次
有
色
を
星

す
る
泥
土
で
あ
っ
て
斜
長
石
､
乃
閃
石
､
輝
石
'
凧
信
子
鎖
'
オ
仰
石

等
の
微
粒
み
含
み
､
就
中
斜
長
石
粒
が
哉
-
多

い
o
洩
肝
の
も
の
に
は

少
塵
の
石
衣
質
の
逮
伴
性
及
底
接
伴
有
孔
虫
.
海
綿
の
せ
片
.
放
散
虫

韓
私
含
む
が
輝
餅
の
も
の
に
拝
金
-
生
物
の
近
似
,竹･含
ま
な
い
か
叉
ー

僅
少
の
有
孔
虫
'
放
散
虫
の
み
な
有
す
る
.

2
､
敗
色
泡
及
放
色
砂

.
マ
ーノ
ー
及
山
崎
教
授
は
比
に
村
松
郡
及

駿

河
郡
か
ら
此
の
泥

土
私
費
兄
し
て
ゐ
る
O
此
の
氾
砂
は
多
盤
の
海
練

石

へG
tau
日.
n
ile)
粒
か
合
材
L
鮮
糠
包
み
呈
す
る
｡
今
回
の
材
料
に
は
此

の
粗
砂
が
な
か

っ
た
｡
恐
ら
-
比
の
堆
輯
物
は
北

東
牛
枠
同
所
部
で
1

位
に
相
模
灘
及
駿
河
都
の
海
底
に
限
ら
れ
て
敬
遠
し
て
ゐ
る
も
の
で
わ

ら
う
0

8
､
火
山
質
泥
及

火
山
質
砂

之
は
粕
鵬
に
済
ま
な
い
粗
粒
の
も
の

が
多
-
､
多
-
ほ
噂

次
色
か
韻
色
か
で
あ
る
が
峠
に
褐
色
私
生
し
､
そ

れ
に
鼎
叉
に
口
の
班
糾
T仲
村
す
る
-
の
も
め
る
｡
生
物
油
骸
は

1
紋
に

締
で
あ
る
が
1時
に
超
弾
性
及
姥
桜
松
村
孔
血
'
梅
紬
の
骨
片
､
放
散
淡

な
ど
な
含
む
｡
此
の
泥
横
物
は
火
山
噴
出
物
で
あ
る
火
山
国
､
火
山
敦

S
.細
石
の
破
片
等
が
主
成
分
で
'
此
心
地
長
石
､
角
側
石
'
輝
石
､
蹄

t
6

7

六
7



地

球

約
十
懸

次
祈
り
小
粒
が
汲
ご
て
放
る
O
分
布
は
伊
文
語
島

､
南
方
火
山
諸
島
､

マ
リ
ア
ナ
紙
島
及
琉
球
鉾
の
火
山
島
妃
堀
に
躍
-
簡
捷
L
､
定
に
脇
珂

準

擬
耽
北
締
三
十
庇
､
光
線
首
三
十
七
舷
)
及
崩
究
極
鹸
火
山
列
梅

の

紅
梅
の
梅
成
れ
轟

ふ
O
総
皮
の
分
布
は
殆
ど

藍

色
犯
と
何
棟
で
あ
る
が

特
に
或
千
米
74
超
す
海
底
よ
り
発
見
ru
れ
る
こ
と
が
あ
る
0

4
､
前
搬
戯
槻
及
前
祝
戯
砂

此
助
郷
甜
物
'1
化
繊
齢
で
榔
筋
力
あ

か
と
の
か
ら
枇
毅
で
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
-
の
迄
あ
り
､
主
に
石
衣
質
の
逮
浮

城
海
及
珊
瑚
礁
の
生
物
迫
骸
虚
に
米
韓
の
破
片
か
ら
赫
虚
4tFれ
て
屠
る

也
は
ぬ
'
水
城
は
淡
舘
袖
で
あ
る
'
放
物
放
縦
と
し
て
は
磁
弾
性
及
底

幡

他
省
孔
出
が
多
-
'
就
中
後
者
が

滋
も
多

い
､
共
の
偽
首
鮮
5
'､
舟

形
虫
r
遠
洋
性
及
底
柏
性
の
紋
能
動
物
故
､
将
帥
の
骨
片
p
枇
荻
軸
物

セ
ルヽブ
ラ

の
僚
方
､
鵬

山

'
海
櫓
の
敷
､
策
の
細
､
洩
赦
珊
瑚
の
破
片
､
八
放
珊

瑚
の
骨
片
'
放
牧
雪

布
衣
藻
救
､
糞
石
等
を
含
有
す
る
｡
蛾
物
心

l

枚
LLl務

で
あ
る
が
'
火
山
政
碑
､
角
閃
石
､
輝
石
､
破
鏡
助
等
が
瀞
適

t
,あ
る
､
介
柵
は
琉
凍
p
基
滞
､
小
洗
脱
及
紹
伴
謝
偽
の
珊
瑚
礁
妃
橡

'1
雄
健
L
､
水
雑
の
蒋
加
に
摩

っ
て
漸
次
グ
r:
ビ
ダ
-
ナ
軟
泥
或
は
裂

足
税
政
泡
に
移
偲
す
る
D

二
'
前
川
淋
抑
砧
的

(
E
L
P
C
ta
g
ic
D
e
p
o
sil･S)
LD
'
i
.
p
ビ
ゲ
り
一

ナ
軟
泥

之
は
主
に
途
排
他
有
孔
皿
迫
骸
の
集
蹄
よ
り
成
り
､
多
-
a

場
か
右
夜
質
叉
は
非
石
A
J封
粘
土
質
物
も
含
有
す
る
銘
埠
邦
蔚
カ
に
富

む
が
時
に
火
心
金
顔
紋
除
す
る
絡
め
純
粋
の
有
孔
虫
汝
骸
の
鵜
桝
･ts鰻

3
.難
敗
に
,If･i
iQ
O
色
代
約
1.
汚
E
:
.
次
､
淡
細
見
は
赤
褐
色
で
あ
る
さ

盤

物
故
幣
は
始
終
殊
有

孔
出
が
桑
も
優
勢
を
が
し
て
屠
る
.
此
の
伯
感

段
位
宥
孔
淡
､
梅
贋
の
新
､
海
路
の
砕
片
'
凝
鍵
新
物
の
骨
片
､
照
度

料
.Y炎
嵐
僻
の
仙餅
､魚
井
伊
'
総
務
卿
か
食
む
¢
･供
物
71
は
永
=_
波
碑
'

勝
田
鶴

巻
}!

六

二

長
石
､
角
内
石
､
輝
石
等
が
背
曲
で
あ
る

､

時
に
凝
色
で
球
形
又
は
不

奴
剤
形
私
な
ず
満
作
の
料
塊
私
含
有
す
る
｡
が
心
ピ
ダ
リ
ナ
級
投
の

7

滋
様
で
あ
る
聯
石
批
泡
は
筒
沖
繍
由
紀
海
の

叫
部
の
略
底
私
鼓
ふ
､
之

は
純
粋
の
石
衣
賓
坤
椀
物
で
秘
め
て
級
数
で
和
治
カ
に
富
み
緒
に
燭
れ

る
感
兜
は
非
常
に
脚
か
で
内
脱
的
舟
好
物
が
な
い
3
和
し
て
触
感
少
の

接
弾
性
有
孔
%/
私
含
む
外
;
不
射
的
に
黙
石
か
ら
纏
成
さ
れ
て
屠
る
0

㌢
｡
ビ
グ
沙
ナ
欽
泡
の
分
布

は
カ
ロ
学
ゾ
､

マ
ー
シ
ャ
ル
珊
亀
鑑
鴨
の

戊
火
な
相
成
私
轡

つ
て
居
る
が
AT南

新
に
琉
球
､
墨
鰭
､
小
笠
原
の
各

滋
方
地
願
に
も
'
大
東
鬼
､
ヅ
-
グ
ラ
ス
概
の
摘
発
及

マ
-
ア
ナ
諦
托

¢
田
方
及
北
路
に
も
可
な
り
拭
く
幾
達
す
る
こ
JJ
が
列

つ

㌔

洗
鑑
の

分
布
は

約

二
千
米
か
ら
四
千
米
内
外
の
拭
ru
に
蕊
る
O

6
､･
裂
風
軸
救
氾

･
之
は
粒
状
'
不
希
蔚
性
の
も
の
で
包
托
淡
禍
で

白

色
の
斑
鮎
を
帝
び
て
居
る

O
本
質
的
に
妙
多
の
遠
洋
他
及
底
棲
性
有

孔

洩

配
慮
梅
の
毅
で
柵
成
さ
れ
て
居
る
'
=
の
他
機
少
の
油
粕
の
僚
片

魚
耳
骨
'･
舟
形
虫
､
滑
石
等
を
含
有
す
る
O
助
物
に
は
斜
長
石
(
風
信

子
銀
､
角

的

石
'
殿
賀
聖

紫
蘇
輝
石
及
磁
銑
鉄
夜.
含
む
｡
分
布
に
つ

い
等

芯
(
ば
凝
狭
斜
児
戯
救
泡
は
北
米
竿
洋
で
知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た

が
や
蜘
勧
め
て
琉
球
､
興
部
固
島
の
前
方

(北
壁

蒜
H些

嘉

倉
雪

米
麹

三

三
琴

二
分
､
斑
さ
七

二

栄
)
の
地
瓢
か
ら
賢
兄
さ
れ
霊

地
の
堆
細
物
は
永
供
の
槍
で
に
総
/Q
滋
骨
の
が
叩
ビ
ザ
川
ナ
欽
汲
ii
路

地
す
る
｡

守
'
紅
色
紡
土

比
の
鑑
土
は
肉
眼
的
Li
は
均
質
で
'
甚
だ
鈷
箔
刀

に
富
み
鯛
感
は
非
常
に
掛
か
で
あ
る
0
森
L
時
に
級
数
の
梓
石
や
解
物

の
油紙
付
和
多
党

に
･骨
材
し
て
瓢
な
-
の
も
め
る
〇
一色
は
山伏
､
一暇
心鼠
､
仙択



梱
､
誠
袖
､
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
､
或
は
光
軸
冬
鳥
す
､
又
摘
拝
謝
鵜
.fhl軸

で
柑
ら
れ
る
-
.
り
1
中
に
僅
賀
状
で
粘
帯
力
み
布
し
な
い
柏
後
粒
の
-

の
が
あ
る
｡

此
の
稚
柿
物
は
金
-
生
物
怨
恨
か
含
ん
で
居
な
い
,
,-
A

あ
る
が
､

叫
舷
に
は
鞍
だ
少
盈
TfJ含
む
'
如
し
､
紅
色
粘
土
と
グ
ロ
ビ

〟
-
ナ
枇
池
と
の
隅
別
は
淡
酸
石
火
の
三
〇
%
の
合
材
盈
払
暁
非
と
し

て
定
め
て
あ
る
か
ら
紅
色
粘
iJ
の
雑
木
の
中
に
は
非
廿
に
多
盟
の
出
物

地
階
恥
骨
む
も
の
も
あ
る
｡
棟
式
的
紅
色
粘
･hT化
石
次
紫
出
物
退
職
は

含
有
せ
ず
只
砂
燃
殻
有
孔
虫

､
放
散
=
3'
縦
柵
の
骨
片
等
の
柿
質
出
物

追
徴
か
偽
に
含
有
す
る
O
織
物
と
し
て
は
狩
石
及
火
山
淡
鞘
の
破
片
が

準
･D
多
く

非
の
仙
長
石
'
凪
借
手
蝕
､
角
川
石
､
鞘
石
等
が
北
目
地
で

峠
に
浦
佃
の
附
塊
私
淑
入
す
る
こ
と
が
め
る
｡
本
珊
柿
物
は
北
太
平
洋

爾
四
部
の
総
て
の
肺
底
蛾
析
物
中
位
-
1成

い
升

和
み
和
し
.
凹
千
米
払

超
す
拭
海
底
は
め
ど
全
部
紅
色
粘
土
で
離
ほ
れ
て
肘
ろ
､
此
の
輔
桁
均

は
.･潤
庇
の
減
少
に
批
ひ
漸
次
グ
ロ
ビ
ダ
-
ナ
批
氾
或
は
藍
色
池
に
路
北

す
る
｡

8
､
放
散
虫
軟
泥

チ
ャ

レ
ン
'･h
ヤ
ア
及
ア
ル
パ
ト
ロ
･.h
ス
助
は
併

て
グ
ア
ム
粕
淋
岬
の
南
慧

柵
附
近
の
昧
晦
か
ら
放
散
虫
収
弛
み

探
鶴
し

た
が
､
4品

の
材
料
中
に
は
何
折
か
ら
の
採
取
物
が
な
-
叉
二
〇
%
以

上
の
放
散
止
み
骨
材
す
る
と
い
ふ
梯
式
的
の
放
散
5
'秋
総
の
材
料

も存

硫
し
な
い
o
即
ち
北
火
中
畔
相
即
に
於
げ
ろ
認
堆
柿
物
め
分
布
は
可
な

り
限
定
ru
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
｡

今
川
の
･材
料
申
Li
は
紅
泡
粘
土
と
㌢
佃
ビ
グ
-
ナ
軟
兆
の
中
川
雌
或

は
紅
色
粘
土
.と
就
包
孤
と
の
rf
川
鯉
が
少
-
な
い
が
'
各
神
の
坤
疎
佃

は
分
布
の
娯
堺
紐
が
明
廉
な
も
り
が
触
-
漸
次
に
宜
に
他
の
も
の
に
飽

新

鮮

納

介

リ
繁

る
jJ
切
で
あ
る
O
雄
蛇
鵬
州
で
仲
川
し
て
放
る
捌
探
管
は
長
六
十

刑
で

批
の
坤
に
掘
取
.･U
れ
て
氷
る
榔
稗
物
の
材
料
は
鵡
瀞
二
十
五
朋
JEk

の
長
さ
で
､
叔
長
の
も
の
は
四
十
:rTl･]
朋
低
で
あ
る
｡
弼
L
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般
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桝
の
測
裸
に
降
し
測

深
管
に
道
入
っ
て
氷
る
材
料
は

叫
秤
で
あ
る
が
時

に
二
倍
の
興
っ
た
糠
稗
物
が
巣
な
っ
て
採
取
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
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例

へ
は
上
肘
が
紅
色
粘
土
で
下
層
が
敗
色
泥
の
場
舟
或
は
上
層
が
細
粒
の

恥
苗

鮎
で
下
値
が
机
鵜
の
虹
色
蛇
の
功
各
年
で
あ
り
､
閑
暦
の
城
外
は

1
舷
に
明
瞭
で
あ
る
｡

(本
鞘
億
に
は
附
樹
と
し
て
北
大
中
枠
南
西
部
鹿
賀
分
布
園
が
漆

へ
ら

れ
て
居
ろ
｡
非
の
紙
朗
は
菰
迫
よ
り
北
締
三
五
庶
二
十
四
分
に
重
り
'

非
鯉
官
二
十

既
L･iり
同
好
八
十
鑑
に
至
る
｡
=
り
購

い
院
城
の
海
底
沈

桜
物
の
分
満
が
別
紙
L
i1
･
)･U
は
日
本
地
学
非
の
痛
め
に
蹴
兜
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
)
0
(S
)

●毒
蔓

蔓

▼一
▲
t一▼

蔓

･■●l2
-

新

著
摘

骨

0
人
文
地
理
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究

小川

珠治
者

昭
和
三
年
八
月
数
行

古
今
番
院

先
昭
二
拭

本
舗
は
序
文
にこ
あ
る
泊
り

一
巻
の
拠
っ
た
人
文
地
班
串
と
し
て
の
著
述

で
な
-
地
嘩
榔
誌
や
地
球
な
ど
に
出
さ
れ
た
允
生
の
菰
苦
み
傾
け
た
人

文
地
班
挙
上
の
数
個
の
関
越
私
仰
給
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
｡
難
解

は
親
し
く
北
故
の
数
学

っ
心
て
､
抽
出
か
ら
越
中
の
純
毛
や
'
大
利
河

内
.1
称
す
る
垣
内
武
村
拓
と
い
ふ
も
の
布
教
-エ
リ
t
は
L
Jめ
て
我
凶
の

究
路
地
現
題
の
弛
む
べ
4
,途
在
韓
ん
だ
も
り
で
あ
る
｡
詫
し
本
番
は
さ

ま
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